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　古代オリンピックは本来神々に競技を捧げ
るという祭典競技であった。競技会の円滑な
実施のためにエケケイリアという休戦期間が
設けられ，このことが『平和の祭典』という
イメージを形成することになった。実際には
平和のために競技を行うのではなく，競技の
ために一時の平和を必要としたと解釈するの
が妥当である。古代オリンピックでは勝者に
賞金や賞品ではなく名誉のみが与えられたこ
とから，後世にアマチュアリズムと結びつけ
られるようになった。しかし勝者は出身ポリ
スなどから多くの富を得ることが通例で，多
くの選手はプロであったといって良く，勝利
を得るためにしばしば不正も行われた。古代
オリンピックの実態はともかくとして，近代
オリンピックは当時の有識者が古代オリン
ピックに思い描いていた理想を現代化しよう
として開催されるようになったと言える。
　近代オリンピックの目的はスポーツを通じ
た若者の教育により，世界平和を実現すると
いう趣旨のものである。この考え方はオリン
ピズムとしてオリンピック憲章を通じて現代
に伝えられている。しかし，実際の大会は必
ずしも理想通りには運ばず，初期の大会は財
政難に苦しむこととなった。オリンピックの
国際競技会としての地位が定まっていくのは
第５回大会からである。しかしながら，参加
国数や参加者数が増えて行くにつれて，政治
的道具として国家権力に利用される危険性が
高まっていった。その恐れが現実のものと
なったのが，第11回ベルリン大会である。こ
の大会はナチスドイツを全世界にアピールす
る場として最大限に活用された。政治的道具

としてオリンピックが利用されたのはベルリ
ン大会に限らない。大きな事件を挙げるだけ
でも1968年メキシコ大会以降1984年のロサン
ゼルス大会までは毎回起こっている。1964年
東京大会では政治的事件が全くなかったわけ
ではないが，平穏に行われたといって良い。
オリンピックが政治に利用されるようになっ
た背景には，オリンピックの大規模化がある。
1960年のローマ大会で大規模化が始まり，東
京大会でそれがいっそう進んだ。そのことが，
オリンピックに対する人々の関心を高め，世
界中が注目するイベントとして，オリンピッ
クの政治的価値を高めたと言える。
　1964年東京大会では日本の戦後復興をア
ピールするために官民一体となって取り組み
がなされ，運営・組織面で高く評価された。
大規模化の一つの要因はアフリカ諸国の独立
などを背景とした参加国数の増加である。大
会そのものでなく，インフラ整備に伴う諸費
用も大規模化した。当時の金額で１兆円とい
われる大規模投資により，首都高速道路，東
京モノレール羽田線，東海道新幹線がオリン
ピックに合わせて整備された。オリンピック
開催に伴う大規模投資は，1976年モントリ
オール大会で，モントリオール市が財政破綻
をきたすまで続けられることになる。
　モントリオール大会での財政面での失敗は，
オリンピックのあり方に重大な転機をもたら
した。1984年ロサンゼルス大会では連邦政府
からの補助金無しに運営する必要に迫られ，
その後の大規模スポーツイベントの運営に大
きな影響を及ぼすことになる枠組みが作られ
た。それは権利ビジネスによる収益の確保で，
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独占放送権販売，公式スポンサー・サプライ
ヤー制度，商品ライセンシングによるマー
チャンダイジングという三つの柱から構成さ
れている。
　オリンピックに限らず，現在の大規模ス
ポーツイベントには，都市の再開発を促進す
る触媒としての作用が期待されている。ス
ポーツイベントをきっかけにして都市の再生
に成功した例としてイギリスのシェフィール
ドがある。シェフィールドは産業革命以降炭
坑と製鉄の町として栄えたが，製鉄業の衰退
と共に経済状況が悪化した。スポーツを核と
した都市再生を目指したシェフィールドでは，
ユニバーシアード大会の誘致を起爆剤として
インフラストラクチャーを整備した。ユニ
バーシアード大会自体は日本円にして20億円
以上の大きな赤字を計上したが，都市の知名
度アップ，スポーツ都市の認定，大会後の施
設の有効活用により当初の目的は十分に達成
され，投資に見合う成果が上げられたと考え
られている。
　それでは，2020年東京大会は私たちに何を
残してくれるのであろうか。組織委員会の
ホームページによれば，招致の訴えとして
「すばらしい大会を確実に開催し，オリン
ピックとパラリンピックの価値を次世代に受
け継いでいく」と言うことが挙げられている。
この他にシェフィールドの例で見たような東
京の再開発，活性化も期待されていると推測
されるが，オリンピック開催は良いことばか
りとは限らない。公共投資や社会的関心がオ
リンピックに集中してしまうことにより，重
要な問題が先送りされたり，目をそらさせら
れたりする危険性がある。スポーツのもって
いる良いことを実現し，悪いことをできるだ
け減らすことが重要であるが，そのためには
先入観にとらわれずにオリンピックを眺めて
みることが必要である。

　オリンピック開催によってスポーツに対す
る見方，価値観や社会経済環境が大きく変化
することが考えられる。デザインに関連した
こととして，都市の景観が変わることが挙げ
られる。オリンピックの開催に伴って新しい
施設が作られたり，既存の施設が大幅に改修
されたりすることによって町の雰囲気が大き
く変わることがある。その都市にふさわしい
景観であるためには施設整備にデザインの視
点が不可欠であると言える。さらに文化の変
容，活性化ということを指摘しておきたい。
オリンピックによって文化が変わることにつ
いてはこれまであまり注目されて来なかった
が，1964年東京大会においては，文化の変容
や活性化というべきことが起こったと考えら
れる。2020年東京大会ではオリンピックに触
発されて文化的イノベーションが起こるので
はないかと筆者は考えている。1964年東京大
会とデザインとの関係について分析すること
は，大会開催に伴う文化の活性化について理
解することにつながり，2020年東京大会にお
ける文化的イノベーションを促進することに
つながるのではないかと期待している。
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